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(57)【要約】　      （修正有）
【課題】可撓性針の先端が提供する情報に加えて、第１ 
及び第２の情報を連続して表示できる可撓性針を提供す 
る。
【解決手段】可撓性針１は、それぞれ第１の可撓性アー 
ム４、第２の可撓性アーム８を介して、可撓性針の先端 
１０に接続された、第１の駆動用筒状部２及び第２の駆 
動用筒状部６を備え、第１の可撓性アーム及び第２の可 
撓性アームのうちの一方は、少なくとも１つの第１の装 
飾要素４４、及び少なくとも１つの第２の装飾要素４６ 
を含み、他方の可撓性アームは第３の装飾要素４８を含 
み、第１の装飾要素、第２の装飾要素、及び第３の装飾 
要素は、可撓性針の回転中のある瞬間に、可撓性針が、 
第３の装飾要素が第１の装飾要素、続いて第２の装飾要 
素に連続的に重なるような、形状及び長さを有するよう 
に、配設される。
【選択図】図３

評価書の請求　未請求　請求項の数　4　　ＯＬ　（全9頁）
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 情 報 を ア ナ ロ グ 表 示 す る た め に 時 計 ム ー ブ メ ン ト に よ っ て 作 動 さ せ ら れ る 、 可 撓 性 針 （  
１ ） で あ っ て 、 前 記 可 撓 性 針 （ １ ） は 、 そ れ ぞ れ 第 １ の 可 撓 性 ア ー ム （ ４ ） 、 第 ２ の 可 撓  
性 ア ー ム （ ８ ） を 介 し て 、 前 記 可 撓 性 針 （ １ ） の 先 端 （ １ ０ ） に 接 続 さ れ た 、 第 １ の 駆 動  
用 筒 状 部 （ ２ ） 及 び 第 ２ の 駆 動 用 筒 状 部 （ ６ ） を 備 え 、 前 記 第 １ の 駆 動 用 筒 状 部 （ ２ ） 及  
び 前 記 第 ２ の 駆 動 用 筒 状 部 （ ６ ） は 、 前 記 可 撓 性 針 （ １ ） が 非 応 力 下 の 自 由 な 状 態 で あ る  
場 合 に は 互 い か ら あ る 距 離 に あ り 、 前 記 可 撓 性 針 （ １ ） が 所 定 の 形 状 及 び 長 さ を 有 す る 動  
作 位 置 は 、 前 記 第 １ の 駆 動 用 筒 状 部 （ ２ ） 及 び 前 記 第 ２ の 駆 動 用 筒 状 部 （ ６ ） が 出 力 軸 （  
Ｄ ） の 周 り に 同 軸 に 配 設 さ れ る 応 力 印 加 位 置 で あ り 、 前 記 可 撓 性 針 （ １ ） は 、 前 記 第 ２ の  
駆 動 用 筒 状 部 （ ６ ） の 角 度 位 置 が 、 前 記 出 力 軸 （ Ｄ ） の 周 り で の 枢 動 に よ っ て 、 前 記 第 １  
の 駆 動 用 筒 状 部 （ ２ ） に 対 し て 変 動 し た 場 合 に 、 形 状 及 び 長 さ が 所 望 の 様 式 で 変 化 す る よ  
う に 配 設 さ れ 、 前 記 第 １ の 可 撓 性 ア ー ム （ ４ ） 及 び 前 記 第 ２ の 可 撓 性 ア ー ム （ ８ ） の う ち  
の 一 方 は 、 少 な く と も １ つ の 第 １ の 装 飾 要 素 （ ４ ４ ） 、 及 び 少 な く と も １ つ の 第 ２ の 装 飾  
要 素 （ ４ ６ ） を 含 み 、 他 方 の 前 記 可 撓 性 ア ー ム （ ４ 、 ８ ） は 第 ３ の 装 飾 要 素 （ ４ ８ ） を 含  
み 、 前 記 第 １ の 装 飾 要 素 （ ４ ４ ） 、 前 記 第 ２ の 装 飾 要 素 （ ４ ６ ） 、 及 び 前 記 第 ３ の 装 飾 要  
素 （ ４ ８ ） は 、 前 記 可 撓 性 針 （ １ ） の 回 転 中 の あ る 瞬 間 に 、 前 記 可 撓 性 針 （ １ ） が 、 前 記  
第 ３ の 装 飾 要 素 （ ４ ８ ） が 前 記 第 １ の 装 飾 要 素 （ ４ ４ ） 、 続 い て 前 記 第 ２ の 装 飾 要 素 （ ４  
６ ） に 連 続 的 に 重 な る よ う な 、 形 状 及 び 長 さ を 有 す る よ う に 、 配 設 さ れ る 、 可 撓 性 針 （ １  
） 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ の 装 飾 要 素 （ ４ ４ ） は 日 中 表 示 に 対 応 す る こ と 、 及 び 前 記 第 ２ の 装 飾 要 素 （ ４  
６ ） は 夜 間 表 示 に 対 応 し 、 前 記 可 撓 性 針 （ １ ） は 、 適 切 な 時 間 範 囲 の 間 、 前 記 第 ３ の 装 飾  
要 素 （ ４ ８ ） が そ れ ぞ れ 前 記 第 １ の 装 飾 要 素 （ ４ ４ ） 、 前 記 第 ２ の 装 飾 要 素 （ ４ ６ ） を 完  
全 に 覆 い 隠 す よ う に 、 形 状 及 び 長 さ が 変 化 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 可 撓  
性 針 （ １ ） 。
【 請 求 項 ３ 】
　 情 報 を ア ナ ロ グ 表 示 す る た め に 時 計 ム ー ブ メ ン ト に よ っ て 作 動 さ せ ら れ る 、 可 撓 性 針 （  
１ ） で あ っ て 、 前 記 可 撓 性 針 （ １ ） は 、 そ れ ぞ れ 第 １ の 可 撓 性 ア ー ム （ ４ ） 、 第 ２ の 可 撓  
性 ア ー ム （ ８ ） を 介 し て 、 前 記 可 撓 性 針 （ １ ） の 先 端 （ １ ０ ） に 接 続 さ れ た 、 第 １ の 駆 動  
用 筒 状 部 （ ２ ） 及 び 第 ２ の 駆 動 用 筒 状 部 （ ６ ） を 備 え 、 前 記 第 １ の 駆 動 用 筒 状 部 （ ２ ） 及  
び 前 記 第 ２ の 駆 動 用 筒 状 部 （ ６ ） は 、 前 記 可 撓 性 針 （ １ ） が 非 応 力 下 の 自 由 な 状 態 で あ る  
場 合 に は 互 い か ら あ る 距 離 に あ り 、 前 記 可 撓 性 針 （ １ ） が 所 定 の 形 状 及 び 長 さ を 有 す る 動  
作 位 置 は 、 前 記 第 １ の 駆 動 用 筒 状 部 （ ２ ） 及 び 前 記 第 ２ の 駆 動 用 筒 状 部 （ ６ ） が 出 力 軸 （  
Ｄ ） の 周 り に 同 軸 に 配 設 さ れ る 応 力 印 加 位 置 で あ り 、 前 記 可 撓 性 針 （ １ ） は 、 前 記 第 ２ の  
駆 動 用 筒 状 部 （ ６ ） の 角 度 位 置 が 、 前 記 出 力 軸 （ Ｄ ） の 周 り で の 枢 動 に よ っ て 、 前 記 第 １  
の 駆 動 用 筒 状 部 （ ２ ） に 対 し て 変 動 し た 場 合 に 、 形 状 及 び 長 さ が 所 望 の 様 式 で 変 化 す る よ  
う に 配 設 さ れ 、 前 記 第 １ の 可 撓 性 ア ー ム （ ４ ） は 装 飾 の 第 １ の 部 分 （ ５ ０ ） を 含 み 、 前 記  
第 ２ の 可 撓 性 ア ー ム （ ８ ） は 前 記 装 飾 の 第 ２ の 部 分 （ ５ ２ ） を 含 み 、 前 記 装 飾 の 前 記 第 １  
の 部 分 （ ５ ０ ） 及 び 前 記 第 ２ の 部 分 （ ５ ２ ） は 、 前 記 可 撓 性 針 （ １ ） の 回 転 中 の あ る 瞬 間  
に 、 前 記 可 撓 性 針 （ １ ） が 、 前 記 装 飾 の 前 記 第 １ の 部 分 （ ５ ０ ） 及 び 前 記 第 ２ の 部 分 （ ５  
２ ） が 接 合 さ れ て 完 全 体 の 装 飾 を 形 成 す る よ う な 、 形 状 及 び 長 さ を 有 す る よ う に 、 配 設 さ  
れ る 、 可 撓 性 針 （ １ ） 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 可 撓 性 針 （ １ ） を 作 動 さ せ る た め の 機 構 （ １ ２ ）  
で あ っ て 、 前 記 第 １ の 駆 動 用 筒 状 部 （ ２ ） は 、 第 １ の 所 定 の プ レ ス ト レ ス 角 度 で 設 置 さ れ  
、 前 記 第 ２ の 駆 動 用 筒 状 部 （ ６ ） は 、 前 記 第 １ の 駆 動 用 筒 状 部 （ ２ ） の 方 向 に 対 し て 反 対  
の 方 向 に 、 第 ２ の 所 定 の プ レ ス ト レ ス 角 度 で 設 置 さ れ 、 前 記 可 撓 性 針 （ １ ） の 前 記 第 １ の  
可 撓 性 ア ー ム （ ４ ） 及 び 前 記 第 ２ の 可 撓 性 ア ー ム （ ８ ） は そ れ ぞ れ 、 前 記 時 計 ム ー ブ メ ン  
ト に よ っ て 前 記 可 撓 性 針 （ １ ） に 印 加 さ れ る 角 度 的 回 転 （ θ １ ） を 実 行 す る こ と に よ っ て  
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、 前 記 情 報 を 表 示 し 、 前 記 時 計 ム ー ブ メ ン ト に よ っ て 前 記 可 撓 性 針 （ １ ） に 印 加 さ れ る 前  
記 角 度 的 回 転 （ θ １ ） は 、 前 記 作 動 機 構 （ １ ２ ） の 追 加 の 回 転 角 度 （ φ ） に よ っ て 変 調 さ  
れ 、 前 記 追 加 の 回 転 角 度 （ φ ） は 、 前 記 可 撓 性 針 （ １ ） の 前 記 第 １ の 可 撓 性 ア ー ム （ ４ ）  
及 び 前 記 第 ２ の 可 撓 性 ア ー ム （ ８ ） と 反 対 の 方 向 に 印 加 さ れ て 、 前 記 可 撓 性 針 （ １ ） の 形  
状 及 び 長 さ の 変 化 を 決 定 す る 、 機 構 （ １ ２ ） 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 の 目 的 は 、 時 計 ム ー ブ メ ン ト に よ っ て 動 か さ れ 、 情 報 を ア ナ ロ グ 表 示 す る た め に  
配 設 さ れ る 、 可 撓 性 針 で あ る 。 本 考 案 の 目 的 は 特 に 、 そ の 着 用 者 に 昼 夜 表 示 を 提 供 す る た  
め に 配 設 さ れ る 、 可 撓 性 表 示 針 で あ る 。 本 考 案 は ま た 、 上 記 可 撓 性 表 示 針 を 作 動 さ せ る た  
め の 機 構 に も 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 可 撓 性 針 で あ っ て 、 長 さ 及 び 形 状 を 所 望 の 様 式 で 変 化 さ せ る こ と に よ っ て 、 そ の 先 端 が  
、 円 形 か ら 外 れ た 形 状 、 例 え ば 楕 円 形 状 の 文 字 盤 の 外 周 の 可 能 な 限 り 近 く を た ど る こ と に  
よ り 、 例 え ば 現 在 時 刻 で あ る 情 報 を ア ナ ロ グ 表 示 で き る 、 可 撓 性 針 が 、 既 に 公 知 で あ る 。  
特 許 文 献 １ か ら 、 そ の 第 １ の 可 撓 性 セ グ メ ン ト が 第 １ の 装 飾 要 素 を 支 持 し 、 そ の 第 ２ の 可  
撓 性 セ グ メ ン ト が 第 ２ の 装 飾 要 素 を 支 持 し 、 上 記 第 １ 及 び 第 ２ の 可 撓 性 セ グ メ ン ト は 、 上  
記 可 撓 性 針 の 角 度 的 回 転 の 一 部 分 に お い て 上 記 第 ２ の 装 飾 要 素 が 上 記 第 １ の 装 飾 要 素 を 少  
な く と も 部 分 的 に 覆 う よ う に 配 設 さ れ る 、 可 撓 性 針 も 、 公 知 で あ る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 国 際 公 開 第 ２ ０ ２ ０ ／ ０ ２ ５ ４ ２ ８ 号
【 考 案 の 概 要 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 考 案 の 目 的 は 、 可 撓 性 針 で あ っ て 、 上 記 可 撓 性 針 の 先 端 が 提 供 す る 情 報 に 加 え て 、 第  
１ 及 び 第 ２ の 情 報 を 連 続 し て 表 示 で き る 可 撓 性 針 を 、 作 動 さ せ る た め の 機 構 で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 目 的 の た め に 、 本 考 案 は 、 情 報 を ア ナ ロ グ 表 示 す る た め に 時 計 ム ー ブ メ ン ト に よ っ  
て 作 動 さ せ ら れ る 可 撓 性 針 に 関 し 、 上 記 可 撓 性 針 は 、 そ れ ぞ れ 第 １ の 可 撓 性 ア ー ム 、 第 ２  
の 可 撓 性 ア ー ム を 介 し て 、 上 記 可 撓 性 針 の 先 端 に 接 続 さ れ た 、 第 １ の 筒 状 部 及 び 第 ２ の 筒  
状 部 を 備 え 、 上 記 第 １ 及 び 第 ２ の 駆 動 用 筒 状 部 は 、 上 記 可 撓 性 針 が 非 応 力 下 の 自 由 な 状 態  
で あ る 場 合 に は 互 い か ら あ る 距 離 に あ り 、 上 記 可 撓 性 針 が 所 定 の 形 状 及 び 長 さ を 有 す る 動  
作 位 置 は 、 上 記 第 １ の 駆 動 用 筒 状 部 及 び 上 記 第 ２ の 駆 動 用 筒 状 部 が 出 力 軸 の 周 り に 同 軸 に  
配 設 さ れ る 応 力 印 加 位 置 で あ り 、 上 記 可 撓 性 針 は 、 上 記 第 ２ の 駆 動 用 筒 状 部 の 角 度 位 置 が  
、 上 記 出 力 軸 の 周 り で の 枢 動 に よ っ て 、 上 記 第 １ の 駆 動 用 筒 状 部 に 対 し て 変 動 し た 場 合 に  
、 形 状 及 び 長 さ が 所 望 の 様 式 で 変 化 す る よ う に 配 設 さ れ 、 上 記 第 １ 及 び 第 ２ の 可 撓 性 ア ー  
ム の う ち の 一 方 は 、 少 な く と も １ つ の 第 １ の 装 飾 要 素 、 及 び 少 な く と も １ つ の 第 ２ の 装 飾  
要 素 を 含 み 、 他 方 の 上 記 可 撓 性 ア ー ム は 第 ３ の 装 飾 要 素 を 含 み 、 上 記 第 １ 、 第 ２ 、 及 び 第  
３ の 装 飾 要 素 は 、 上 記 可 撓 性 針 の 回 転 中 の あ る 瞬 間 に 、 上 記 可 撓 性 針 が 、 上 記 第 ３ の 装 飾  
要 素 が 上 記 第 １ の 装 飾 要 素 、 続 い て 上 記 第 ２ の 装 飾 要 素 に 連 続 的 に 重 な る よ う な 、 形 状 及  
び 長 さ を 有 す る よ う に 、 配 設 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 考 案 の あ る 特 別 な 実 施 形 態 に よ る と 、 上 記 第 １ の 装 飾 要 素 は 日 中 表 示 に 対 応 し 、 上 記  
第 ２ の 装 飾 要 素 は 夜 間 表 示 に 対 応 し 、 上 記 可 撓 性 針 は 、 適 切 な 時 間 範 囲 の 間 、 上 記 第 ３ の  
装 飾 要 素 が そ れ ぞ れ 上 記 第 １ の 装 飾 要 素 、 上 記 第 ２ の 装 飾 要 素 を 完 全 に 覆 い 隠 す よ う に 、  
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形 状 及 び 長 さ が 変 化 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 別 の 特 別 な 実 施 形 態 に よ る と 、 本 考 案 は 、 情 報 を ア ナ ロ グ 表 示 す る た め に 時 計 ム ー ブ メ  
ン ト に よ っ て 作 動 さ せ ら れ る 可 撓 性 針 に 関 し 、 上 記 可 撓 性 針 は 、 そ れ ぞ れ 第 １ の 可 撓 性 ア  
ー ム 、 第 ２ の 可 撓 性 ア ー ム を 介 し て 、 上 記 可 撓 性 針 の 先 端 に 接 続 さ れ た 、 第 １ の 駆 動 用 筒  
状 部 及 び 第 ２ の 駆 動 用 筒 状 部 を 備 え 、 上 記 第 １ 及 び 第 ２ の 駆 動 用 筒 状 部 は 、 上 記 可 撓 性 針  
が 非 応 力 下 の 自 由 な 状 態 で あ る 場 合 に は 互 い か ら あ る 距 離 に あ り 、 上 記 可 撓 性 針 が 所 定 の  
形 状 及 び 長 さ を 有 す る 動 作 位 置 は 、 上 記 第 １ の 駆 動 用 筒 状 部 及 び 上 記 第 ２ の 駆 動 用 筒 状 部  
が 出 力 軸 の 周 り に 同 軸 に 配 設 さ れ る 応 力 印 加 位 置 で あ り 、 上 記 可 撓 性 針 は 、 上 記 第 ２ の 駆  
動 用 筒 状 部 の 角 度 位 置 が 、 上 記 出 力 軸 の 周 り で の 枢 動 に よ っ て 、 上 記 第 １ の 駆 動 用 筒 状 部  
に 対 し て 変 動 し た 場 合 に 、 形 状 及 び 長 さ が 所 望 の 様 式 で 変 化 す る よ う に 配 設 さ れ 、 上 記 第  
１ の 可 撓 性 ア ー ム は 装 飾 の 第 １ の 部 分 を 含 み 、 上 記 第 ２ の 可 撓 性 ア ー ム は 上 記 装 飾 の 第 ２  
の 部 分 を 含 み 、 上 記 装 飾 の 上 記 第 １ 及 び 第 ２ の 部 分 は 、 上 記 可 撓 性 針 の 回 転 中 の あ る 瞬 間  
に 、 上 記 可 撓 性 針 が 、 上 記 装 飾 の 上 記 第 １ 及 び 第 ２ の 部 分 が 接 合 さ れ て 完 全 体 の 装 飾 を 形  
成 す る よ う な 、 形 状 及 び 長 さ を 有 す る よ う に 、 配 設 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 考 案 は 、 上 述 の タ イ プ の 可 撓 性 針 を 作 動 さ せ る た め の 機 構 に も 関 し 、 こ こ で 上 記 第 １  
の 駆 動 用 筒 状 部 は 、 第 １ の 所 定 の プ レ ス ト レ ス 角 度 で 設 置 さ れ 、 上 記 第 ２ の 駆 動 用 筒 状 部  
は 、 上 記 第 １ の 駆 動 用 筒 状 部 の 方 向 に 対 し て 反 対 の 方 向 に 、 第 ２ の 所 定 の プ レ ス ト レ ス 角  
度 で 設 置 さ れ 、 上 記 可 撓 性 針 の 上 記 第 １ 及 び 第 ２ の 可 撓 性 ア ー ム は そ れ ぞ れ 、 上 記 時 計 ム  
ー ブ メ ン ト に よ っ て 上 記 可 撓 性 針 に 印 加 さ れ る 角 度 的 回 転 θ １ を 実 行 す る こ と に よ っ て 、  
情 報 を 表 示 し 、 上 記 時 計 ム ー ブ メ ン ト に よ っ て 上 記 可 撓 性 針 に 印 加 さ れ る 上 記 角 度 的 回 転  
θ １ は 、 上 記 作 動 機 構 の 追 加 の 回 転 角 度 に よ っ て 変 調 さ れ 、 上 記 追 加 の 回 転 角 度 は 、 上 記  
可 撓 性 針 の 上 記 第 １ 及 び 第 ２ の 可 撓 性 ア ー ム と 反 対 の 方 向 に 印 加 さ れ て 、 上 記 可 撓 性 針 の  
形 状 及 び 長 さ の 変 化 を 決 定 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ れ ら の 特 徴 に よ り 、 本 考 案 は 、 可 撓 性 針 を 作 動 さ せ る た め の 機 構 を 提 供 し 、 上 記 可 撓  
性 針 は 、 そ の 先 端 に よ っ て 第 １ の 情 報 を ア ナ ロ グ 表 示 す る た め に 長 さ 及 び 形 状 を 変 化 さ せ  
る こ と が で き 、 ま た 上 記 可 撓 性 針 は 第 １ 及 び 第 ２ の 装 飾 要 素 を 更 に 備 え 、 上 記 第 １ 及 び 第  
２ の 装 飾 要 素 は 第 ３ の 装 飾 要 素 と 協 働 す る よ う に 配 設 さ れ 、 こ れ に よ り 、 上 記 可 撓 性 針 の  
回 転 中 の あ る 瞬 間 に 、 上 記 第 ３ の 装 飾 要 素 は 、 上 記 第 １ の 装 飾 要 素 及 び 上 記 第 ２ の 装 飾 要  
素 の う ち の 一 方 を 一 時 的 に 覆 い 隠 し 、 そ の 一 方 で 着 用 者 は 他 方 の 装 飾 要 素 を 視 認 で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 考 案 は 、 上 記 第 １ 及 び 第 ２ の 装 飾 要 素 が 昼 夜 又 は Ａ Ｍ ／ Ｐ Ｍ 表 示 を 提 供 す る 場 合 に 特  
に 興 味 深 い も の で あ り 、 上 記 可 撓 性 針 は 、 上 記 第 ３ の 装 飾 要 素 が 必 要 な 時 間 に わ た っ て 、  
「 日 中 」 若 し く は 「 Ａ Ｍ 」 表 示 、 又 は 「 夜 間 」 若 し く は 「 Ｐ Ｍ 」 表 示 を 連 続 的 に 覆 い 隠 す  
よ う に 、 形 状 及 び 長 さ が 適 切 に 変 化 す る よ う 配 設 さ れ る 。 従 っ て 上 記 可 撓 性 針 は 、 互 い に  
対 し て 相 補 的 な ２ つ の 情 報 、 即 ち 現 在 時 刻 と 、 日 中 で あ る か 夜 間 で あ る か の 表 示 と を 、 着  
用 者 に 同 時 に 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 考 案 の 他 の 特 徴 及 び 利 点 は 、 本 考 案 に よ る 可 撓 性 針 を 作 動 さ せ る た め の 機 構 の 一 実 施  
形 態 の 以 下 の 詳 細 な 説 明 か ら 、 よ り 明 ら か に な る だ ろ う 。 こ の 例 は 、 添 付 の 図 面 と の 関 連  
で 、 単 な る 例 示 的 か つ 非 限 定 的 な 目 的 の た め に の み 与 え ら れ て い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ２ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 非 応 力 下 の 自 由 な 状 態 で あ る 、 本 考 案 に よ る 可 撓 性 針 の 平 面 図 で あ り 、  
第 ２ の 可 撓 性 ア ー ム に よ っ て 支 持 さ れ た 第 １ 及 び 第 ２ の 装 飾 要 素 は そ れ ぞ れ 、 第 １ の 可 撓  
性 ア ー ム に よ っ て 支 持 さ れ た 第 ３ の 装 飾 要 素 と 同 様 に 視 認 可 能 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 図 １ の 可 撓 性 針 の 、 こ の 可 撓 性 針 の 応 力 印 加 位 置 に お け る 図 で あ り 、 第  
１ の 可 撓 性 ア ー ム に よ っ て 支 持 さ れ た 第 ３ の 装 飾 要 素 が 、 第 ２ の 可 撓 性 ア ー ム に よ っ て 支  
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持 さ れ た 第 １ の 装 飾 要 素 を 覆 い 隠 し て い る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 出 力 軸 の 周 り で の 枢 動 に よ っ て 第 ２ の 筒 状 部 の 角 度 位 置 が 第 １ の 筒 状 部  
に 対 し て 変 動 し た と き に 、 可 撓 性 針 の 形 状 及 び 長 さ が 所 望 の 様 式 で 変 化 し 、 第 １ 、 第 ２ 、  
及 び 第 ３ の 装 飾 要 素 そ れ ぞ れ が 瞬 間 的 に 視 認 可 能 と な っ て い る 、 図 ２ の 可 撓 性 針 の 図 で あ  
る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 可 撓 性 針 の 形 状 及 び 長 さ が 所 望 の 様 式 で 変 化 し 続 け る こ と に よ り 、 第 １  
の 可 撓 性 ア ー ム に よ っ て 支 持 さ れ た 第 ３ の 装 飾 要 素 が 、 第 ２ の 可 撓 性 ア ー ム に よ っ て 支 持  
さ れ た 第 １ の 装 飾 要 素 を 覆 い 隠 し て い る 、 図 ３ と 同 様 の 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 本 考 案 に よ る 可 撓 性 針 を 作 動 さ せ る た め の 機 構 の 一 実 施 形 態 の 展 開 斜 視  
図 で あ り 、 こ の 作 動 機 構 は 、 遊 星 キ ャ リ ア フ レ ー ム に よ っ て 支 持 さ れ た 差 動 型 デ バ イ ス を  
含 み 、 可 撓 性 針 の 第 １ 及 び 第 ２ の 駆 動 用 筒 状 部 は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 駆 動 用 筒 か な の 周 り に  
お い て 同 軸 と な っ て い る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 、 こ の 可 撓 性 針 の 先 端 が 、 時 計 ム ー ブ メ ン ト に よ っ て 作 動 機 構 の 入 力 に 印  
加 さ れ る 回 転 に 対 応 す る 角 度 θ １ だ け 移 動 す る よ う な 、 筒 状 部 の 回 転 及 び 可 撓 性 針 の 回 転  
の 角 度 を 示 す 。
【 図 ７ 】 図 ７ は 、 本 考 案 に よ る 可 撓 性 針 の 別 の 実 施 形 態 の 概 略 平 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ８ Ａ ～ ８ Ｄ は 、 本 考 案 に よ る 可 撓 性 針 の 別 の 実 施 形 態 の 概 略 平 面 図 で あ る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 考 案 は 、 可 撓 性 針 の 先 端 が 提 供 す る 情 報 に 加 え て 第 １ 及 び 第 ２ の 情 報 を 連 続 し て 表 示  
で き る 作 動 機 構 を 提 供 す る こ と か ら な る 、 一 般 発 明 概 念 に 基 づ く 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 考 案 に よ る 可 撓 性 針 は 、 本 出 願 に 添 付 さ れ た 図 １ ～ ４ に 図 示 さ れ て い る 。 図 面 全 体 を  
通 し て 一 般 参 照 番 号 １ で 示 さ れ て い る 上 記 可 撓 性 針 は 、 第 １ の 可 撓 性 ア ー ム ４ の 第 １ の 端  
部 に 接 続 さ れ た 第 １ の 駆 動 用 筒 状 部 ２ 、 及 び 第 ２ の 可 撓 性 ア ー ム ８ の 第 １ の 端 部 に 接 続 さ  
れ た 第 ２ の 駆 動 用 筒 状 部 ６ を 備 え る 。 第 １ の 可 撓 性 ア ー ム ４ と 第 ２ の 可 撓 性 ア ー ム ８ と は  
、 そ の 第 ２ の 端 部 に お い て 、 先 端 １ ０ に よ っ て 互 い に 接 続 さ れ る 。 図 １ に 示 さ れ て い る 可  
撓 性 針 １ の 非 応 力 下 の 自 由 な 状 態 で は 、 第 １ の 駆 動 用 筒 状 部 ２ 及 び 第 ２ の 駆 動 用 筒 状 部 ６  
は 、 互 い か ら あ る 距 離 に あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 反 対 に 、 可 撓 性 針 １ が 所 定 の 形 状 及 び 長 さ を 有 す る 動 作 位 置 は 、 第 １ の 駆 動 用 筒 状 部 ２  
及 び 第 ２ の 駆 動 用 筒 状 部 ６ が 出 力 軸 Ｄ の 周 り に 同 軸 に 配 設 さ れ た 応 力 印 加 位 置 で あ る （ 図  
２ を 参 照 ） 。 こ の 応 力 印 加 位 置 で は 、 第 １ の 駆 動 用 筒 状 部 ２ は 、 第 １ の 所 定 の プ レ ス ト レ  
ス 角 度 で 設 置 さ れ 、 第 ２ の 駆 動 用 筒 状 部 ６ は 、 第 １ の 駆 動 用 筒 状 部 ２ の 方 向 と は 反 対 方 向  
の 第 ２ の 所 定 の プ レ ス ト レ ス 角 度 で 設 置 さ れ る 。 可 撓 性 針 １ は 、 出 力 軸 Ｄ の 周 り で の 枢 動  
に よ っ て 、 第 ２ の 駆 動 用 筒 状 部 ６ の 角 度 位 置 が 第 １ の 駆 動 用 筒 状 部 ２ の 角 度 位 置 に 対 し て  
変 動 し た 場 合 に 、 形 状 及 び 長 さ が 所 望 の 様 式 で 変 化 す る よ う に 、 配 設 さ れ る 。 こ の 目 的 の  
た め に 、 可 撓 性 針 １ の 第 １ の 可 撓 性 ア ー ム ４ 及 び 第 ２ の 可 撓 性 ア ー ム ８ は そ れ ぞ れ 、 情 報  
の 表 示 の た め に 時 計 ム ー ブ メ ン ト に よ っ て 可 撓 性 針 １ に 印 加 さ れ る 角 度 的 回 転 θ １ を 実 行  
し 、 時 計 ム ー ブ メ ン ト に よ っ て 可 撓 性 針 １ に 印 加 さ れ る 上 記 角 度 的 回 転 θ １ は 、 作 動 機 構  
１ ２ に よ っ て 、 追 加 の 回 転 の 角 度 φ だ け 変 調 さ れ 、 こ の 追 加 の 回 転 の 角 度 φ は 、 第 １ の 可  
撓 性 ア ー ム ４ 及 び 第 ２ の 可 撓 性 ア ー ム ８ に 対 し て 反 対 方 向 に 印 加 さ れ て 、 可 撓 性 針 １ の 形  
状 及 び 長 さ の 変 化 を 決 定 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 考 案 に 好 適 な 作 動 機 構 １ ２ の 一 実 施 形 態 が 図 ５ に 示 さ れ て い る 。 こ の 例 は 、 単 な る 例  
示 的 か つ 非 限 定 的 な 目 的 の た め に の み 与 え ら れ て い る 。 作 動 機 構 １ ２ は 、 第 １ の 駆 動 用 筒  
状 部 ２ を 出 力 軸 Ｄ の 周 り で 駆 動 す る た め の 第 １ の 手 段 １ ４ 、 及 び 第 ２ の 駆 動 用 筒 状 部 ６ を  
同 じ 出 力 軸 Ｄ の 周 り で 駆 動 す る た め の 第 ２ の 手 段 １ ６ を 含 む 。 第 １ の 駆 動 手 段 １ ４ 及 び 第  
２ の 駆 動 手 段 １ ６ は 、 出 力 軸 Ｄ の 周 り で 第 ２ の 駆 動 用 筒 状 部 ６ の 角 度 位 置 を 第 １ の 筒 状 部  
２ の 角 度 位 置 に 対 し て 変 動 さ せ る こ と に よ っ て 、 第 １ の 可 撓 性 ア ー ム ４ 及 び 第 ２ の 可 撓 性  
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ア ー ム ８ を 変 形 さ せ 、 ま た こ の 出 力 軸 Ｄ に 対 す る 先 端 １ ０ の 半 径 方 向 位 置 を 変 動 さ せ る た  
め に 、 配 設 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 よ り 正 確 に は 、 作 動 機 構 １ ２ は 遊 星 キ ャ リ ア フ レ ー ム １ ８ を 備 え 、 こ れ は 、 上 に 遊 星 歯  
車 ２ ２ が 回 転 可 能 に 設 置 さ れ た 第 １ の ほ ぞ ２ ０ を 備 え る 。 こ の 遊 星 歯 車 ２ ２ は 、 カ ム ２ ８  
の プ ロ フ ァ イ ル ２ ６ に 沿 っ て 動 く よ う に 配 設 さ れ た カ ム 従 動 子 フ ィ ン ガ ２ ４ を 備 え 、 カ ム  
従 動 子 フ ィ ン ガ ２ ４ は 、 可 撓 性 針 １ の 弾 性 に よ っ て 、 プ ロ フ ァ イ ル ２ ６ に 当 接 し た 状 態 で  
保 持 さ れ る 。 カ ム ２ ８ は 、 作 動 機 構 １ ２ の 唯 一 の 固 定 さ れ た 要 素 で あ る 。 遊 星 キ ャ リ ア フ  
レ ー ム １ ８ は チ ュ ー ブ ３ ０ も 備 え 、 そ の 上 に は 、 第 １ の 駆 動 用 筒 か な ３ ２ 及 び 第 ２ の 駆 動  
用 筒 か な ３ ４ が 回 転 可 能 に 同 心 に 設 置 さ れ て い る 。 可 撓 性 針 １ の 第 １ の 駆 動 用 筒 状 部 ２ は  
、 所 定 の プ レ ス ト レ ス 角 度 で 、 第 ２ の 駆 動 用 筒 か な ３ ４ 上 に は め 込 ま れ 、 続 い て 同 じ 可 撓  
性 針 １ の 第 ２ の 駆 動 用 筒 状 部 ６ は 、 同 一 で は あ る が 第 １ の 駆 動 用 筒 状 部 ２ と の 方 向 の 反 対  
方 向 の プ レ ス ト レ ス 角 度 で 、 第 １ の 駆 動 用 筒 か な ３ ２ 上 に は め 込 ま れ る 。 最 後 に 作 動 機 構  
１ ２ は 、 第 １ の 駆 動 用 筒 か な ３ ２ に よ っ て 支 持 さ れ た 歯 部 に よ っ て 形 成 さ れ る 第 １ の 太 陽  
歯 車 ３ ６ と 、 第 ２ の 駆 動 用 筒 か な ３ ４ に よ っ て 支 持 さ れ た 歯 部 に よ っ て 形 成 さ れ る 第 ２ の  
太 陽 歯 車 ３ ８ と に よ っ て 完 成 さ れ る 。 遊 星 キ ャ リ ア フ レ ー ム １ ８ が 時 計 ム ー ブ メ ン ト に よ  
っ て 例 え ば 時 計 回 り 方 向 に 回 転 さ せ ら れ る と 、 遊 星 キ ャ リ ア フ レ ー ム １ ８ は こ れ と 共 に 、  
遊 星 歯 車 ２ ２ を 同 じ 方 向 に 駆 動 し 、 遊 星 歯 車 ２ ２ は 、 カ ム 従 動 子 フ ィ ン ガ ２ ４ に よ っ て カ  
ム ２ ８ の プ ロ フ ァ イ ル ２ ６ に 沿 っ て 移 動 す る こ と に よ っ て 、 そ れ 自 体 で 回 転 す る 。 こ れ に  
よ り 、 こ の 遊 星 歯 車 ２ ２ と 直 接 係 合 し て い る 第 １ の 駆 動 用 筒 か な ３ ２ は 、 遊 星 キ ャ リ ア フ  
レ ー ム １ ８ に 対 し て そ れ 自 体 で 回 転 す る 。 第 ２ の 駆 動 用 筒 か な ３ ４ に つ い て は 、 遊 星 歯 車  
２ ２ 自 体 の 回 転 が 、 第 ２ の ほ ぞ ４ ２ 上 に 回 転 可 能 に 設 置 さ れ た 戻 り 車 ４ ０ を 介 し て 伝 達 さ  
れ る た め 、 遊 星 キ ャ リ ア フ レ ー ム １ ８ に 対 し て 、 第 １ の 駆 動 用 筒 か な ３ ２ と 同 じ 速 度 で 、  
た だ し 反 対 方 向 に 、 回 転 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 可 撓 性 針 １ を 第 １ の 位 置 か ら 第 ２ の 位 置 に 変 化 さ せ る た め に は 、 作 動 機 構 １ ２ は 、 可 撓  
性 針 １ の 第 １ の 駆 動 用 筒 状 部 ２ 及 び 第 ２ の 駆 動 用 筒 状 部 ６ そ れ ぞ れ に 対 し て 、 角 度 φ の 同  
一 の 回 転 を 反 対 方 向 に 加 え る 。 こ の た め に 作 動 機 構 １ ２ を 、 図 ６ に 示 さ れ て い る よ う に 遊  
星 キ ャ リ ア フ レ ー ム １ ８ の 入 力 に 角 度 θ １ の 回 転 を 加 え る 時 計 ム ー ブ メ ン ト に よ っ て 駆 動  
す る 。 こ の 角 度 θ １ の 回 転 は 、 作 動 機 構 １ ２ に よ っ て 、 可 撓 性 針 １ の 第 １ の 駆 動 用 筒 状 部  
２ の 角 度 α （ θ １ ） の 回 転 へ 、 そ し て 第 ２ の 駆 動 用 筒 状 部 ６ の 角 度 β （ θ １ ） の 回 転 へ と  
変 換 さ れ る 。 従 っ て 、 作 動 機 構 の 出 力 角 度 α （ θ １ ） 、 β （ θ １ ） は 、 以 下 の 関 係 式 に 従  
う ：
　 α （ θ １ ） ＝ θ １ ＋ φ （ θ １ ）     （ １ ）
　 β （ θ １ ） ＝ θ １ － φ （ θ １ ）     （ ２ ）
【 ０ ０ １ ９ 】
　 可 撓 性 針 １ が 対 称 で あ る と 仮 定 す る こ と に よ り 、 可 撓 性 針 １ の 先 端 １ ０ の 角 度 位 置 θ ２  
は 、 第 １ の 可 撓 性 ア ー ム ４ 及 び 第 ２ の 可 撓 性 ア ー ム ８ の 二 等 分 線 、 即 ち 以 下 の 関 係 式 に よ  
る 角 度 α （ θ １ ） 及 び β （ θ １ ） の 平 均 と し て 定 義 さ れ る ：
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 数 １ 】

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ ３ ）
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 考 案 に よ る と 、 第 １ の 可 撓 性 ア ー ム ４ 及 び 第 ２ の 可 撓 性 ア ー ム ８ の う ち の 一 方 は 、 第  
１ の 装 飾 要 素 ４ ４ 及 び 第 ２ の 装 飾 要 素 ４ ６ を 含 み 、 他 方 の 可 撓 性 ア ー ム は 第 ３ の 装 飾 要 素  
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４ ８ を 含 み 、 こ れ ら の 第 １ の 装 飾 要 素 ４ ４ 、 第 ２ の 装 飾 要 素 ４ ６ 、 及 び 第 ３ の 装 飾 要 素 ４  
８ は 、 可 撓 性 針 １ の 回 転 中 の あ る 瞬 間 に 、 こ の 可 撓 性 針 １ が 、 第 ３ の 装 飾 要 素 ４ ８ を 支 持  
す る 可 撓 性 ア ー ム が 他 方 の 可 撓 性 ア ー ム の 上 を 通 過 し て 、 第 ３ の 装 飾 要 素 ４ ８ が 第 １ の 装  
飾 要 素 ４ ４ 、 続 い て 第 ２ の 装 飾 要 素 ４ ６ に 連 続 的 に 重 な る こ と が で き る よ う な 、 形 状 及 び  
長 さ を 有 す る よ う に 、 配 設 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 単 な る 例 と し て 、 第 １ の 装 飾 要 素 ４ ４ は 日 中 表 示 に 対 応 し 、 第 ２ の 装 飾 要 素 ４ ６ は 夜 間  
表 示 に 対 応 し 、 可 撓 性 針 １ の 形 状 及 び 長 さ は 、 シ ャ ッ タ ー 型 の 第 ３ の 装 飾 要 素 ４ ８ が 適 切  
な 時 間 範 囲 に わ た っ て 、 第 １ の 装 飾 要 素 ４ ４ を 完 全 に 覆 い 隠 し （ 図 ２ ） 、 続 い て 第 ２ の 装  
飾 要 素 ４ ６ を 完 全 に 覆 い 隠 す （ 図 ４ ） よ う に 、 変 化 す る 。 従 っ て 本 考 案 は 、 可 撓 性 針 の 先  
端 １ ０ を 用 い て 現 在 時 刻 を 提 供 で き る こ と に 加 え て 、 昼 夜 又 は Ａ Ｍ ／ Ｐ Ｍ 表 示 を 提 供 で き  
る こ と か ら 、 特 に 興 味 深 い も の で あ る ： 可 撓 性 針 １ は 実 際 に は 、 第 ３ の 装 飾 要 素 ４ ８ が 必  
要 な 時 間 に わ た っ て 、 「 日 中 」 若 し く は 「 Ａ Ｍ 」 表 示 、 又 は 「 夜 間 」 若 し く は 「 Ｐ Ｍ 」 表  
示 を 連 続 的 に 覆 い 隠 す よ う に 、 形 状 及 び 長 さ が 適 切 に 変 化 す る よ う 配 設 さ れ る 。 従 っ て 可  
撓 性 針 １ は 、 互 い に 対 し て 相 補 的 な ２ つ の 情 報 、 即 ち 現 在 時 刻 と 、 日 中 で あ る か 夜 間 で あ  
る か の 表 示 と を 、 着 用 者 に 同 時 に 提 供 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 考 案 に よ る 可 撓 性 針 １ の 別 の 実 施 形 態 が 図 ７ に 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ８ Ａ ～ ８ Ｄ に 示 さ れ て い る 本 考 案 の 更 に 別 の 実 施 形 態 に よ る と 、 第 １ の 可 撓 性 ア ー ム  
４ は 装 飾 の 第 １ の 部 分 ５ ０ を 支 持 し 、 第 ２ の 可 撓 性 ア ー ム ８ は こ の 装 飾 の 第 ２ の 部 分 ５ ２  
を 支 持 す る 。 作 動 機 構 １ ２ 及 び 可 撓 性 針 １ は 、 上 記 装 飾 の 第 １ の 部 分 ５ ０ を 含 む 第 １ の 可  
撓 性 ア ー ム ４ と 、 上 記 装 飾 の 第 ２ の 部 分 ５ ２ を 含 む 第 ２ の 可 撓 性 ア ー ム ８ と が 、 可 撓 性 針  
１ の 回 転 中 の 所 与 の 瞬 間 に 、 上 記 装 飾 の 第 １ の 部 分 ４ ８ 及 び 第 ２ の 部 分 ５ ０ が 接 合 さ れ て  
完 全 体 の 装 飾 を 形 成 す る よ う に 、 形 状 及 び 長 さ を 適 合 さ せ る よ う 、 配 設 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 当 然 の こ と な が ら 、 本 考 案 は 上 述 の 実 施 形 態 に 限 定 さ れ ず 、 当 業 者 は 、 添 付 の 実 用 新 案  
登 録 請 求 の 範 囲 に よ っ て 定 義 さ れ て い る 考 案 の 範 囲 か ら 逸 脱 す る こ と な く 、 様 々 な 修 正 形  
態 及 び 単 純 な 変 形 形 態 を 想 定 で き る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 １       可 撓 性 針
　 ２       第 １ の 駆 動 用 筒 状 部
　 ４       第 １ の 可 撓 性 ア ー ム
　 ６       第 ２ の 駆 動 用 筒 状 部
　 ８       第 ２ の 可 撓 性 ア ー ム
　 １ ０     先 端
　 １ ２     作 動 機 構
　 １ ４     第 １ の 駆 動 手 段
　 １ ６     第 ２ の 駆 動 手 段
　 １ ８     遊 星 キ ャ リ ア フ レ ー ム
　 ２ ０     第 １ の ほ ぞ
　 ２ ２     遊 星 歯 車
　 ２ ４     カ ム 従 動 子 フ ィ ン ガ
　 ２ ６     プ ロ フ ァ イ ル
　 ２ ８     カ ム
　 ３ ０     固 定 さ れ た チ ュ ー ブ
　 ３ ２     第 １ の 駆 動 用 筒 か な
　 ３ ４     第 ２ の 駆 動 用 筒 か な
　 ３ ６     第 １ の 太 陽 歯 車
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　 ３ ８     第 ２ の 太 陽 歯 車
　 ４ ０     戻 り 車
　 ４ ２     第 ２ の ほ ぞ
　 ４ ４     第 １ の 装 飾 要 素
　 ４ ６     第 ２ の 装 飾 要 素
　 ４ ８     第 ３ の 装 飾 要 素
　 ５ ０     第 １ の 部 分
　 ５ ２     第 ２ の 部 分
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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